
位置合わせ

左図のように自動線番では、線番の位置がきれいに揃わないことが

あります。

こんな時に便利なのが位置合わせです。

線番だけではなくシンボル＝コンポーネントにも使用可能です。

線番の位置が揃わないのは、自動線番の設定で配線の中央に設定していることが原因です
が、自動ですので仕方ありません。挿入してから揃えます。

① 基準となる線番の上で右クリック

上図の場合、例えば線番 103 に合わせたいなら 103 の上で右クリックします。

② マーキングメニューから 位置合わせ を選択

メニューから 位置合わせ を選択します。

メニューが表示されない場合には一度線番を左クリックしてから実行します。

③ ガイドラインの方向が縦横逆の場合は図面プロパティを変更

整列のガイドラインが表示されます。今回は縦に表示されなければいけませんが、横に表
示された場合には、一度コマンドを終了し、図面プロパティ－図面形式 ラダーの規定を垂
直に変更してから再実行します。

④ 整列したい線番を選択

整列させたい線番を選択します。窓選択も可能です。

⑤ 右クリックか ENTER キーで決定

決定すると線番が移動します。

線番移動 コマンドでも移動可能ですが、複数選択は出来ません。


